
本講演に関するCOI開示

演題発表に関連し、開示すべきCOI関係に
ある企業などはありません。

社会福祉法人日本医療伝道会衣笠病院グループ理事
武藤正樹

「地域包括ケアシステムの
推進と病院薬剤師への期待」



ポスト2025年を見据えた
地域包括ケアシステムの推進と病院薬剤師への期待

衣笠病院グループ
理事 武藤正樹
よこすか地域包括推進センター長



社会福祉法人日本医療伝道会 衣笠病院グループ

衣笠病院グループの概要

■神奈川県横須賀市（人口約39万人）に立地

■横須賀・三浦医療圏（4市1町）は人口約70万人

■衣笠病院許可病床198床 ＜稼働病床194床＞

■病院診療科 ＜〇は常勤医勤務＞

〇内科、神経科、小児科、〇外科、乳腺外科、

脳神経外科、形成外科、〇整形外科、〇皮膚科、

〇泌尿器科、婦人科、〇眼科、〇耳鼻咽喉科、

〇ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科、〇放射線科、〇麻酔科、〇ホスピス、東洋医学

■病棟構成

DPC病棟（50床）、地域包括ケア病棟（91床）、回復期リハビリ病棟（33床）、ホスピス（緩和ケア病棟：20床）

【2021年9月時点】
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パート１
ポスト2025年問題と
高齢者入院パンデミック



第１ゴール
2025年

第2ゴール
2040年

75歳以上

65～74歳

65歳以上

2025年問題
団塊世代
が75歳以上

2040年問題
団塊ジュニア
が65歳以上

出典：総務省統計局ホームページ：高齢者の人口https://www.stat.go.jp/data/topics/topi1291.html (2023年12月閲覧).



歳出と税収の財政のワニの
あごがはずれた！

60兆円の
補正予算

出典：財務省：これからの日本のために財政を考える(令和3年10月).p.3. 
https://www.mof.go.jp/policy/budget/fiscal_condition/related_data/202110_kanryaku.pdf (2023年12月閲覧).

https://www.mof.go.jp/policy/budget/fiscal_condition/related_data/202110_kanryaku.pdf
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2022年から
人口問題の
ワニの口が開く

団塊の世代の高齢化

出典：健康保険組合連合会：今、必要な医療保険の重点施策-2022年危機に向けた健保連の提案－,p.4.
https://www.kenporen.com/include/press/2019/201909093.pdf (2023年12月閲覧).

https://www.kenporen.com/include/press/2019/201909093.pdf


558万人減 1192万人減

2025年から2040年
の15年間で東京都
の人口が消える

出典：厚労省： 2040年を見据えた 社会保障・働き方改革,p.3. https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/minutes/2018/1005/shiryo_03.pdf

(2023年12月閲覧).



急性期病床に
押し寄せる後期高齢者

後期高齢者
入院パンデ
ミック

2025年
団塊の世代

800万人が後
期高齢者へ



後期高齢者

厚労省：R5.3.15要介護者等の高齢者に対応した 急性期入院医療 参考資料意見交換 資料－５参考－１,p.7. 
https://www.mhlw.go.jp/content/12404000/001079168.pdf (2023年12月閲覧).

https://www.mhlw.go.jp/content/12404000/001079168.pdf




高齢者の救急搬送の御三家は
誤嚥性肺炎・尿路感染

心不全



ポスト2025年
団塊世代の後期高齢者で

急性期病床入院パンデミック
急性期病床の7～8割が後期
高齢者で埋め尽くされる時

代がくる
パンデミックは20年続く

出典：武藤正樹先生提供資料.



高齢者の医薬品適正使用と
プレアボイド



プレアボイドの経済評価

プレアボイドにより節減できた医療費を推計しよう！

プレアボイド



パート２
薬剤師を取り巻く環境



出典：厚労省：中医協,調剤について(その１) (R5.7.26),p.4. 
https://www.mhlw.go.jp/content/12404000/001125226.pdf (2023年12月閲覧).

2020年

https://www.mhlw.go.jp/content/12404000/001125226.pdf


2040年2025年

出典：厚労省：中医協,調剤について(その１) (R5.7.26),p.19.
https://www.mhlw.go.jp/content/12404000/001125226.pdf (2023年12月閲覧).

ポスト2025年、
薬剤師過剰時代
がやってくる

https://www.mhlw.go.jp/content/12404000/001125226.pdf


青森0.55

東京1.42

出典：厚労省：第13回薬剤師の養成及び資質向上等に関する検討会薬剤師確保計画
ガイドライン(概要),(R5.3.29),p.7.https://www.mhlw.go.jp/content/11121000/001082416.pdf (2023年12月閲覧). 

薬剤師偏在
東京と青森で
格差2.6倍
地方で深刻な
薬剤脚不足

https://www.mhlw.go.jp/content/11121000/001082416.pdf


出典：厚労省：第13回薬剤師の養成及び資質向上等に関する検討会,薬剤師の偏在への対応策,(R5.3.29),p.2.
https://www.mhlw.go.jp/content/11121000/001079647.pdf (2023年12月閲覧).

累積年収は
病院が薬局
より512万
円高い

https://www.mhlw.go.jp/content/11121000/001079647.pdf%20(2023


パート３
医師の働き方改革と薬剤師

23



医師の時間外労働時間の上限規定

• 超過重労働（上位１０％、２万人）の時間外労働短縮が最
優先事項
• 「時間外労働年1860時間」は３６協定でも超えられない上限

• 水準A（2024年度以降適用される水準）
• 勤務医に２０２４年度以降適用される水準
• 時間外労働年９６０時間以内・月１００時間未満

• 水準B（地域医療確保暫定特例）
• 地域医療確保暫定特例水準
• 時間外労働年1860時間以内・月１００時間未満

• 水準C（技能向上）
• 若手医師が短期間に集中的に行う技能向上のため

＊連続勤務時間制限２８時間、勤務間インターバル９時間

• 働き方改革を進めるためには、地域での医療連携、さらに
は医療機関の集約も必要

出典：武藤正樹先生提供資料.



薬剤師が
高評価

出典：厚労省：中医協,働き方改革の推進について(その2),(R5.11.15),p.15.
https://www.mhlw.go.jp/content/12404000/001167628.pdf (2023年12月閲覧).

https://www.mhlw.go.jp/content/12404000/001167628.pdf


出典：厚労省：中医協,働き方改革の推進について(その2),(R5.11.15),p.44.
https://www.mhlw.go.jp/content/12404000/001167628.pdf (2023年12月閲覧).

https://www.mhlw.go.jp/content/12404000/001167628.pdf


パート４
プロトコールに基づく
薬物治療管理

PBPM(Protocol based Pharmacotherapy Management)



プロトコールに基づく
薬物治療管理（PBPM）

• 2010年4月30日付厚生労働省医政局長通

• 「医療スタッフの協働・連携によるチーム医療の推進に
ついて」

• 「薬剤の種類、投与量、投与方法、投与期間等の変更
や検査のオーダについて、医師・薬剤師等により事前
に作成・合意されたプロトコールに基づき、専門的知見
の活用を通じて、医師等と協働して実施すること」

• PBPM は、薬剤師に認められている現行法の業務の
中で、医師と合意したプロトコールに従って薬剤師が
主体的に実施する業務を行うこと を意味する。

出典：厚生労働省医政局長：医療スタッフの協働・連携によるチーム医療の推進について,(医政発０４３０第１号,H22年4月30日).
https://www.mhlw.go.jp/shingi/2010/05/dl/s0512-6h.pdf (2023年12月閲覧).
武藤正樹先生提供資料.

https://www.mhlw.go.jp/shingi/2010/05/dl/s0512-6h.pdf


抗がん剤投与時PBPM



病院PBPM導入事例

• PBPMでカバーしているのは、下記のような支持療法の薬剤の用
量調節、投与期間の調整確認、スクリーニングとなる検査オー
ダーなど、ガイドラインや添付文書に従って遵守すべき内容・副
作用対応で漏れることがあってはならないものを担っている。
• ①新規化学療法導入患者に対するHBV(B型肝炎ウイルス) スクリーニング

(HBs抗原、HBc・HBs抗体、HBV-DNA定量の測定)
• ②ゾレドロン酸投与患者に対する添付文書に基づく腎機能による用量調

節
• ③ペメトレキセド投与患者に対する9週間ごとのビタミンB12注射液

1,000μg/Bodyの処方
• ④抗上皮成長因子受容体(EGFR)抗体(セツキシマブ、パニツムマブ)投与

患者に対する投与期間中のマグネシウム(Mg)値検査依頼、1.9mg/dL未満
でのMg補正液20mEq/Bodyの処方

• ⑤パクリタキセル(PTX)、リツキシマブ(R-mab)投与患者に対する投与前
のH1拮抗薬処方

• ⑥CVポートでのヘパリンのオーダー漏れに対応
• ⑦抗EGFR抗体投与時に起こる皮疹の時期・症状に応じた処方
• ⑧イリノテカン投与時のコリン様症状に対する処方
• ⑨抗VEGF抗体使用時の尿蛋白測定

出典：武藤正樹先生提供資料(衣笠病院グループ参考事例).

ご使用にあたっては、各製品の電子添文をご参照ください。



化学療法で
HBV再活性化

出典：武藤正樹先生提供資料(衣笠病院グループ参考事例).



骨髄抑制予防の
ためB12併用

出典：武藤正樹先生提供資料(衣笠病院グループ参考事例).

ペメトレキセド＋シスプラチン
投与日

ペメトレキセド＋
シスプラチン投与
日から22日目まで

ご使用にあたっては、各製品の電子添文をご参照ください。

ペメトレキセド＋シスプラチン
投与日



出典：武藤正樹先生提供資料(衣笠病院グループ参考事例).

ご使用にあたっては、各製品の電子添文をご参照ください。

EGFRで低マグ
ネシウム血症
不整脈の原因



抗がん剤の過敏性予防で
抗ヒスタミン剤投与

出典：武藤正樹先生提供資料(衣笠病院グループ参考事例).

ご使用にあたっては、各製品の電子添文をご参照ください。

ヒスタミンH1受容体拮抗薬



出典：武藤正樹先生提供資料(衣笠病院グループ参考事例).

ご使用にあたっては、各製品の電子添文をご参照ください。

テトラサイクリン系

テトラサイクリン系 テトラサイクリン系

テトラサイクリン系 テトラサイクリン系

テトラサイクリン系



パート５
バイオシミラー

インフリキシマブ



第4期医療費適正化計画

2024年～2029年



8060目標

出典：厚労省：バイオシミラーに関わる政府方針. https://www.mhlw.go.jp/content/001095684.pdf (2023年12月).

https://www.mhlw.go.jp/content/001095684.pdf


厚労省の資料に基づき武藤作成

80％達成は
16成分中3成
分のみ
18.8％



60％

８０６０
目標

18.8％

出典：厚労省：バイオシミラーに関わる政府方針. https://www.mhlw.go.jp/content/001095684.pdf (2023年12月).

https://www.mhlw.go.jp/content/001095684.pdf


バイオシミラーと
病院薬剤師

バイオシミラーをレジメン、
フォーミュラーに搭載



出典：福岡大学病院化学療法レジメンホームページ.
https://www.hop.fukuoka-u.ac.jp/center/07/regimen.html (2023年12月閲覧).

ご使用にあたっては、各製品の電子添文をご参照ください。

デスロラタジン(5mg)

https://www.hop.fukuoka-u.ac.jp/center/07/regimen.html


出典：厚労省：中医協,個別事項(その5),(R5.11.22),p.45.
https://www.mhlw.go.jp/content/12404000/001169810.pdf (2023年12月閲覧).

https://www.mhlw.go.jp/content/12404000/001169810.pdf　(2023


出典：厚労省：中医協,個別事項(その5),(R5.11.22),p.46.
https://www.mhlw.go.jp/content/12404000/001169810.pdf (2023年12月閲覧).

https://www.mhlw.go.jp/content/12404000/001169810.pdf　(2023


まとめと提言
・ポスト2025年高齢者入院パンデミックが
始まる
・病院薬剤師の不足と地域偏在
・医師の働き方改革と薬剤師のPBPM
・バイオシミラーの普及促進には
レジュメン、フォーミュラリーで



ご清聴ありがとうございました

本日の講演資料は武藤正樹のウェブサイトに公開し
ております。ご覧ください。

武藤正樹 検索 クリック

ご質問お問い合わせは以下のメールアドレスで
muto@kinugasa.or.jp

日本医療伝道会衣笠病院グループで内科外来（月・木）、老健、在宅クリニック（金）を
担当しています。

mailto:muto@kinugasa.or.jp
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